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多結晶 61 13～ 17 22 蘆大量生産向きの豊富な使用実績
単結晶 27 16～ 18 ― 蘆高い変換効率
リボン 1 16 ― 蘆スライス工程不要
薄膜型
（アモルファス、結晶）















色素増感型 ― 6 15 蘆真空および高温プロセスが不要
蘆低コスト化の可能性保持
蘆研究開発段階有機薄膜型 ― 4 ―
※ リボンとは、シリコン融液から表面張力を利用して直接シリコン薄板を製造したものを指す（ストリングリボン法）。厚さは 100nmから数
百μm程度。                                                                                                                                   参考文献９、10、13）を基に科学技術動向研究センターで再構成
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SiCl4 亜鉛還元法 10 チッソ
※VLD（Vapor to Liquid Deposition）法：シリコン融液析出方法
　 国内特許検索は特許庁の検索システムで行い、「シリコン」、「高純度」、「太陽電池」のキーワードで 1996年からの出願総計 65件を抽出し、
冶金学的および化学的アプローチによる高純度化プロセス技術に関するものを36件選択した。なお、特許出願人と代表的企業名は必ずしも
一致しない。                                                                                                                                  参考文献 19、20）を基にして科学技術動向研究センターで作成
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